
令和８年度第１回総合診療の集い 

 

１．日時 令和８年６月１３日（土）１３時３０分から１７時１５分 

２．場所 島根大学医学部附属病院 ゼブラ棟 2 階 

３，実施方法  対面及び Zoom ハイブリッド 

４．スケジュール 

◇13：30～13：45 開会の挨拶、本日の流れの説明 

●第 1 部：ジャーニーマップを作ろう！  

（１）描画             13：45～14：15 

（２）対話             14：15～15：00  

（３）フィードバック           15：00～15：05 

・概要   ：新専攻医／専攻医がどのような背景を持ち、どのような医師像を目指して

いるのかを可視化し、指導医や他専攻医がそれを「承認」する場を作る 

・形式   ： ワークショップ（個人作業 ＋ グループ共有 ＋ 全体共有） 

・レイアウト：5 人程度のスモールグループを想定：専攻医 1～2 名に対して、指導医や学

生が 3～4 人。オンライン組はオンライン組で 1 グループとする。 

◇15：05～15：10（5 分） 休憩 

 

●第 2 部：指導医だってツラいよ ～指導医の事例・ポートフォリオを振り返る～ 

（１）事例紹介                    15：10～15：50 

 

（２）質疑応答 (初期研修医・若手専攻医)           15：50～16：15  

 

（３）全体討論                     16：15～17：00  

・概要   ：総合診療の醍醐味である「臨床推論」と「患者中心の医療」を経験として

共有し、指導医の葛藤や弱さと専攻医の率直なフィードバックを通じて、

学びと関係性の構築を促す。 

・形式   ：ストーリーテリング（事例紹介  ＋ 質疑応答 ＋ 全体ディスカッション  ＋ 

まとめ ） 

・レイアウト：参加者は 2 グループ（1 グループ 10 名程度）に分かれて実施し、事例プレ

ゼンター（指導医1名）、司会（指導医1名）、質問役（専攻医2名程度）

を事前に決定する。オンライン参加者は別グループで実施するか、いずれ

かのグループに聴衆として参加する。 

 

◇17：00～17：15（15 分） 閉会の挨拶、写真撮影。終了 

以上 

 



参加講師 

・出雲市民病院      上村 祐介 先生 

・済生会江津総合病院   上野 伸行 先生 

・島根県立中央病院    今田 敏宏 先生 

                   樋口 大  先生 

             小田川 誠治 先生 

・益田赤十字病院     岡本 栄祐  先生 

・隠岐病院        加藤 一郎  先生 

・奥出雲病院       遠藤  健史 先生 

・隠岐島前病院      白石 吉彦 先生 

・島根県健康福祉部    谷口 栄作 先生 


